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いちご経営の法人化基準の解明

１．試験のねらい

法人化は、従来の中小家畜や花き・花木経営に加え、近年いちご、トマト、主穀作経営の大規模

層において増えつつあるが、微増傾向にとどまっている。これには、どのタイミングで法人化すれ

ばよいか判断基準が不明確であることが一要因と考えられる。そこで、いちご経営において法人化

を判断する基準を明らかにする。

２．試験方法

(1) 調査対象：いちご経営 ３経営（個別経営）

(2) 調査方法：聞き取り、財務諸表の整理・分析

(3) 調査項目：基本的な経営分析指標の整理

いちご経営を特徴づける経営分析指標の整理

３．試験結果および考察

(1) いちご経営管理の発展段階は以下の４段階（①～④）に整理できる。

①家 族 経 営 段 階：いちご栽培を開始し、技術を習得する生産基盤確立の時期

②企業的家族経営段階：計画的に規模拡大が図れ、栽培技術が安定化し、収穫期などの農繁期に

臨時雇用を導入する時期

①企 業 的 経 営 段 階：経営をより安定・確立するために生産性の高い作型を導入

また、年間を通して常時雇用が導入され作業マニュアルを作成する時期

④企 業 経 営 段 階：付加価値を高める生産や従業員の部門制の導入、社会保険制度を整備

をする時期

(2) 経営管理の発展段階のキーワードを整理し、①家族経営段階と②企業的家族経営から③企業的

経営にステップアップするためと、③企業的経営から④企業経営にステップアップするための経

営管理チェックシートを作成した（図－１ 。）

法人化ステップアップ確認項に該当する経営ほど企業経営のレベルにあり、経営者が法人化を

判断する事ができる。

(3) いちご経営が法人化し経営発展するためには、十分な役員報酬を確保し、法人が黒字になると

いう条件が必要不可欠である。栽培面積６０、８０、１００ａにおいて９１０万円の役員報酬を

確保するために必要な単価、単収について試算した。例えば８０ａで単価９５０円のとき、経営

を成り立たせるには単収５．１～５．７ｔが必要となる（表－１ 。）

４．成果の要約

経営者が法人化を判断する基準を明らかにするため、経営管理の発展段階を整理し、経営管理チ

ェックシートを作成した。また、役員報酬９１０万円を確保するために必要な単価、単収について

栽培面積別に試算し、提示した。

（担当者 企画経営室 松本知美 樋山宏幸）
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図－１ いちご経営の経営管理チェックシート

表－１ 910万円を確保するために必要な単価と単収

※ 役員報酬＝910万円の考え方（事業主＋家族役員１人＝２名分）

・事 業 主：580万円／年 … 認定農業者の目標水準

・家族役員：330万円／年 … 毎月勤労統計調査平成19年度分結果確報より「従業員５人以上事業所の

決まって支給する給与：270,159円/月」の水準
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